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日本社会科教育学会  第 70回全国研究大会（筑波大会）のご案内 

オンライン開催 

 

日本社会科教育学会会長・全国研究大会実行委員長  井田 仁康 

  

新型コロナウイルスの感染状況により、本年度は Zoom によるオンライン開催となりました。例年と異なる

ところが多くありますので，会員の皆様方は下記をよくお読みになり，御参加をどうぞよろしくお願いします。 

 

１ 主催  日本社会科教育学会 日本教育大学協会全国社会科部門 

２ 共催  筑波大学教育学域（予定）  

３ 後援  茨城県教育委員会 つくば市教育委員会 中等社会科教育学会 

４ 方法  オンラインによる開催(ビデオ会議システム Zoom) 

５ 期日  2020（令和 2）年 11 月 28 日（土）・29 日（日） 

 

６．日程 

 第１日目 11 月 28 日（土） 

13:00            14:30       15:00         16:00 

評議員会 休憩 総会 

 

 第２日目 11 月 29 日（日） 

10:00         12:30      13:30                16:00 

シンポジウム 昼食 課題研究 

 

 

７．シンポジウム 

テーマ ： 「社会参画」の視点を生かすことで社会系教科の授業はどう変わるのか 

〔趣旨〕 

新学習指導要領では，改訂の基本方針として，「子供たちが未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確

実に育成すること」を挙げている。社会科教育の立場から，これを「社会参画」の視点と読み替えることは十

分に可能であろう。社会系教科はこれまでも，今も，そしてこれからも，社会参画の視点を生かした授業づく

りを目指すべきである。 

ただし，「社会参画の視点を生かした」といっても，決して同じ授業ばかりが展開されるわけではない。目

標に着目すれば，社会認識の深化を目指すのか，批判的思考力や意思決定力の育成を目指すのか，社会的実践

力の育成を目指すのかで，ずいぶんと異なる授業が生まれるはずである。また，教育方法に着目すれば，論争

的問題に関する話し合い活動を選択するのか，地域社会の人財を活用した協働的な学びを選択するのかなど，

その違いでさまざまな授業が展開される。 
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本シンポジウムでは，今こそ求められる「社会参画の視点を生かした社会系教科の授業」のあり方を，報告

者の発表を踏まえて，参会者とともに検討することを目的とする。授業づくりのポイントはどこにあるのか。

参会者一人ひとりが，自らの社会科授業観を振り返る機会としたい。 

 

 コーディネーター：草原 和博（広島大学）     唐木 清志（筑波大学） 

 シンポジスト  ：峯 明秀  （大阪教育大学）   外池 智（秋田大学）   

真島 聖子（愛知教育大学）   泉 貴久（専修大学松戸高等学校） 

 

 

８．課題研究 

Ⅰ．防災教育の継続性をどうすべきか  

コーディネーター： 村山 良之（山形大学）   池 俊介（早稲田大学） 

〔趣旨〕東日本大震災から 10 年近くがたち，大震災の記憶を持たない子どもたちが増え，これらの子どもを

対象とする防災教育の必要性が高まっています。被災しなかった地域においても，同様の課題を有しているも

のと考えられます。防災を柱の 1 つとする必修科目「地理総合」の開始など新たな取組みが進められる一方で，

時間の経過とともに防災教育への関心が低下傾向にあるのも事実です。この課題研究では，学校教育における

継続的・体系的な防災教育をいかに進めるべきか，また社会科は何をすべきかについて検討したいと思います。 

 

Ⅱ．社会科の中に潜むジェンダーバイアスとは 

コーディネーター： 升野 伸子（筑波大学附属中学校） 石本 由布子（茨城県立並木中等教育学校） 

〔趣旨〕どんなに水平を保とうと思っても，斜めの台の上に乗っていたとしたらそれは難しいでしょう。もし

社会科学の中にジェンダーバイアスがあるとしたら，中立的に教えているつもりでもバイアスを再生産してい

るかもしれません。市民・権利・経済・哲学・倫理等などの社会科学の基本的な概念の中にあるジェンダーバ

イアスを知ることは，授業をよりよいものにしていく視点を増やすことにつながります。授業の実践報告を基

に，この実践には他にどのような視点での問いをたてることができたのか検証する作業を行います。授業をブ

ラッシュアップしていく醍醐味を体感して下さい。    

 

Ⅲ．社会科における資質・能力を育む単元デザインをどう考えるか  

コーディネーター：  澤井 陽介（国士舘大学）  溝口 和宏（鹿児島大学） 

〔趣旨〕子供が社会的な見方・考え方を働かせる授業づくり，主体的・対話的で深い学びを目指す授業改善，

選択・判断，考察・構想する力の育成，主体的に学習に取り組む態度の評価など，新学習指導要領で求められ

ている事項は，全て教師による単元デザインに関わっています。これらを重視し，課題（問題）解決的な学習

を充実させるには，単元をどうデザインするかが決め手となります。資質・能力育成の視点から，学習課題

（問題），追究活動，学習のまとめ，学習評価などを一貫させる，社会科における単元デザインの在り方につ

いて，討議を深めていきます。 
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Ⅳ．社会科教育としての「地理総合」・「歴史総合」・「公共」の在り方を考える 

コーディネーター：  栗原 久（東洋大学）    茨木 智志（上越教育大学） 

〔趣旨〕2022 年度から高校で「地理総合」・「歴史総合」・「公共」などの新科目が実施されます。新科目の

決定前後から，関係する地理・歴史・公民の各分野の教育者や研究者により精力に検討が進められてきまし

た。ただし，各分野での検討にとどまっており，相互の関係や社会科教育としての在り方はこれからの課題

となっています。そこで，新科目による各分野の教育の実現に高校で取り組んでいる発表者から，検討の状

況，その課題や展望についての報告を頂き，これをもとに議論を深めていきたいと思います。 

 

Ⅴ．社会科教員養成のための教科専門の在り方を考える 

コーディネーター：  竹内 裕一（千葉大学）   熊田 禎介（宇都宮大学） 

〔趣旨〕教育養成系大学・学部では，教員職員免許法及び同施行規則の改正，教職課程コアカリキュラムの策

定を経て，昨年度から新カリキュラムがスタートしました。なかでも，教員養成における教科の力量向上に

関わって，教科の専門的内容と指導法を一体的に学ぶことを可能とする「教科及び教科の指導法に関する科

目」が位置づけられるなど，改めて教科専門・教科教育の在り方や関連性が問われています。そこで，教科

専門教員(地理・歴史・公民)の立場からの取り組みや課題に関する報告を頂き，社会科という教科の専門性

について対話・議論を深めてみたいと思います。 

 

 

９．シンポジウム・課題研究について 

 オンラインで実施いたします。シンポジウムおよび課題研究の当日の資料については，参加者登録をした方

のみ入ることができる web 上にアップロードをし，２週間のあいだ資料の閲覧を可能にします。また，資料へ

の質問や意見を書き込むことができ，必要に応じて発表者が回答することができるようにいたします。 

 

１０．自由研究発表について 

① 自由研究発表の申し込みされた方の『大会発表論文集』の原稿は，９月１日(火)より９月１６日(水)まで，

学会 HP の【大会発表論文集原稿アップロードフォーム】にてご提出をください。メールの添付ファイルある

いは FAX等では受け付けません。期間が短く申し訳ございませんが，必ずこの期間内に提出してください。 

②『大会発表論文集』の刊行をもって，従来の研究大会の自由研究発表と同じとみなします。大会当日，オン

ラインでの発表はありません。 

③『大会発表論文集』の刊行以外に,希望者には報告する資料を web上に掲載いたします。資料の容量は 5メガ

までとし，PDF にして事務局に１１月１５日(日)までに送付してください。参加者登録をした方のみ入ること

ができる web 上にアップロードをし，２週間のあいだ資料の閲覧を可能にします。また，資料への質問や意見

を書き込むことができ，必要に応じて発表者が回答することができるようにいたします。 

④ 自由研究発表を掲載した大会プログラム(２次案内)は，１０月に発送いたします。なお，自由研究発表を

取り下げる場合は，９月１６日(水)まで大会実行委員会・事務局に直接ご連絡ください。 

 

mailto:９月１６日(水)まで大会実行委員会jass70tsukuba@yahoo.co.jp
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１１．大会参加について 

① 大会参加の事前登録は，９月１日以後の本学会 HP リンク【大会参加（事前登録）申込フォーム】からお

申し込みください。連名で自由研究発表を申し込まれた方の中で，会員以外で連名として名前が記されている

方は，【大会参加（事前登録）申込フォーム】より個々に申し込みをお願いします。申し込み終了後，受け付

け確認メールにて参加申込受付番号が自動送信されます。１日経っても自動送信メールが送られてこない場合，

大会実行委員会まで直接お問い合わせください。 

② 【大会参加（事前登録）申込フォーム】に書かれたメールアドレスに，当日の参加方法や資料閲覧のパス

ワード，Zoom のリンク（URL）などを事前にお送りします。必ずメールアドレスは正確にお書きください。 

③Web 入力と参加費の振り込みをもって，事前申し込み終了とします。Web 入力だけでは事前参加申し込み

となりませんのでご注意下さい。今回はオンライン開催のため，当日参加はできません。 

③ 事前登録期間が終了した後の参加キャンセルは，大会実行委員会・事務局に直接ご連絡ください。 

 

１２．大会参加費について 

一般会員・学生非会員：2,000 円    学生会員：1,500 円     非会員：3,000 円 

『大会発表論文集』の刊行・送付で一人当たり 1,500 円近くかかりますので，上記の金額を設定させていただ

きました。会員の方には大会参加費の振込用紙（事前登録専用）を 10 月初旬に郵送いたします。参加申込受

付番号をご記入のうえ，振り込みをお願いいたします。非会員の方は以下の振込先にお願いします。 

ゆうちょ銀行     口座記号番号 00270-1-142115    口座名：日社学第 70 回全国研究大会      

※他の金融機関から振り込む場合は，  ゆうちょ銀行 〇二九店(029)   当座 0142115 

 

１３．当日の参加方法について 

① シンポジウム・総会・課題研究については，大会参加事前登録をした方のみ個別に Zoom のリンク（URL）

をお伝えします。課題研究は，大会参加事前登録の際に希望する２つの課題研究をお知らせください。 

② 評議員会については，大会前に関係者へ個別に Zoom のリンク（URL）をお伝えします。 

 

【開始日・締切り日一覧】  改訂版 

 〇 参加費振り込み，大会参加事前登録の開始    ： ９月  １日 (火) 

  〇『大会発表論文集』の原稿の締切り        ： ９月１６日（水） 

〇 参加費振り込み，大会参加事前登録の締切り       :  １１月１５日（日） 

〇 自由研究発表の資料提出締切り          : １１月１５日 (日) 

 

１４．問い合わせ先 

〒305-8572  茨城県つくば市天王台 1-1-1 筑波大学人間系学系棟（教育学域） 

   日本社会科教育学会第 70 回全国研究大会実行委員会・事務局     担当：國分 麻里 

E-mail：jass70tsukuba@yahoo.co.jp   ※お問い合わせ等は，メールでお願いします。 

mailto:jass70tsukuba@yahoo.co.jp

